
 

 

 

 

 

 

 

 

☆教員より 

 学生の多くが指導方法や教育技術を求めて、基礎知識の修得を疎かにする傾向にありま

す。豊かな教育活動を計画し、実際に展開するためには、その土台となる教養が不可欠です。

学生時代にこそ書物と向き合い、先人が積み上げてきた教育理論および実践記録から大い

に学んでほしいと願っています。 

教育史学ゼミでは、資料にこだわります。研究課題を設定して、史実を探究する際、主観

に偏った解釈を慎まなければなりません。研究論文を書くにあたっては、足を使って史料・

資料を集め、それを吟味するために頭を捻ります。自分の考えを文章に表す作業には怖さを

伴いますが、客観的そして実証的に論じることができた時、この上ない喜びを得ることがで

きます。学問・研究の醍醐味を味わえるゼミで、ともに学びましょう。 

 

☆最近の卒業論文テーマ 

・明治初期の筑摩県における学校設立と就学督励－永山盛輝の教育施策に焦点をあてて－ 

・岡山孤児院における音楽幻燈隊の活動に関する考察－その成果と諸問題に着目して－ 

・戦時期における絵本の内容の変化－「児童読物改善ニ関スル指示要綱」を中心に－ 

・1950～60 年代の三重県における同和教育の実践と成果に関する研究－同和教育研究会に

焦点を当てて－ 

・昭和 40 年代における幼稚園教育改革に関する一考察－三重県の保育の質的変化に注目 

して－ 

 

☆卒業生の近況 

卒業後のゼミ生について、県内外で保育士、幼稚園 

・小学校・中学校・高等学校の教諭、児童養護施設の 

職員、企業などに奉職して活躍しています。大学院に 

進学して、研究活動を継続している人もいます。 

個性的なキャラクターを持ち、バラエティに富んだ 

卒業生ばかりです。 

教育史学研究室 

史実の推理と叙述のスリル 

 

 


